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本号で公布された条例のあらまし

◇栃木県県税条例の一部改正（栃木県条例第28号）

地方税法の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。

１ 法人事業税関係

収入割額によって法人事業税を課するガス供給業から、ガス事業法に規定する一般ガス導管事業及び特定

ガス導管事業以外のもののうち、同法に規定するガス製造事業者及び電気事業法等の一部を改正する等の法

律に規定する旧一般ガスみなしガス小売事業者（同法附則第22条第１項の義務を負う者に限る。）以外の者

が行うものを除くこととしました。（第54条関係）

２ 不動産取得税関係

⑴ 児童福祉法に規定する家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業及び事業所内保育事業の用に供する家屋に

係る課税標準の算定について、当該家屋の価格から控除する割合を、当該家屋に係る固定資産税の課税標

準の特例措置において市町村が条例で定める割合に応じ、３分の２、２分の１及び３分の１とすることと

しました。（第75条の２関係）

⑵ 住宅又は土地を取得した場合の税率（本則４％）を３％とする特例措置の適用期限を平成33年３月31日

まで延長することとしました。（附則第25条関係）

３ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、平成30年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

00

栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号

栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 事 業 税 の 納 税 義 務 者 等 ） （ 事 業 税 の 納 税 義 務 者 等 ）

第 五 十 四 条 法 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税 第 五 十 四 条 法 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税

は 、 法 人 の 行 う 事 業 に 対 し 、 次 の 各 号 に 掲 は 、 法 人 の 行 う 事 業 に 対 し 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 事 業 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る げ る 事 業 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る

額 に よ り 、 そ の 法 人 に 課 す る 。 額 に よ っ て 、 そ の 法 人 に 課 す る 。

一 略 一 略

二 電 気 供 給 業 、 ガ ス 供 給 業 （ ガ ス 事 業 法 二 電 気 供 給 業 、 ガ ス 供 給 業

（ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 五 十 一 号 ） 第 二 条

第 五 項 （ 定 義 ） に 規 定 す る 一 般 ガ ス 導 管

事 業 及 び 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 特 定 ガ ス

導 管 事 業 以 外 の も の の う ち 、 同 条 第 十 項

に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 者 及 び 電 気 事 業

法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 二

十 七 年 法 律 第 四 十 七 号 ） 附 則 第 二 十 二 条

第 一 項 （ 旧 一 般 ガ ス み な し ガ ス 小 売 事 業

者 の 供 給 義 務 等 ） に 規 定 す る 旧 一 般 ガ ス

み な し ガ ス 小 売 事 業 者 （ 同 項 の 義 務 を 負

う 者 に 限 る 。 ） 以 外 の 者 が 行 う も の を 除

く 。 以 下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 、 保 険 、 保 険

業 及 び 貿 易 保 険 業 収 入 割 額 業 及 び 貿 易 保 険 業 収 入 割 額

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

第 七 十 五 条 略 第 七 十 五 条 略

（ 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 用 に 供 す る 家 屋 の 取

得 に 係 る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 特 例 ）

第 七 十 五 条 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二

項 （ 市 町 村 等 に よ る 家 庭 的 保 育 事 業 等 ） の



（2） 栃 木 県 公 報 号外第28号平成30年３月30日　金曜日

00

栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 三 十 年 三 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号

栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 事 業 税 の 納 税 義 務 者 等 ） （ 事 業 税 の 納 税 義 務 者 等 ）

第 五 十 四 条 法 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税 第 五 十 四 条 法 人 の 行 う 事 業 に 対 す る 事 業 税

は 、 法 人 の 行 う 事 業 に 対 し 、 次 の 各 号 に 掲 は 、 法 人 の 行 う 事 業 に 対 し 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 事 業 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る げ る 事 業 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る

額 に よ り 、 そ の 法 人 に 課 す る 。 額 に よ っ て 、 そ の 法 人 に 課 す る 。

一 略 一 略

二 電 気 供 給 業 、 ガ ス 供 給 業 （ ガ ス 事 業 法 二 電 気 供 給 業 、 ガ ス 供 給 業

（ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 五 十 一 号 ） 第 二 条

第 五 項 （ 定 義 ） に 規 定 す る 一 般 ガ ス 導 管

事 業 及 び 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 特 定 ガ ス

導 管 事 業 以 外 の も の の う ち 、 同 条 第 十 項

に 規 定 す る ガ ス 製 造 事 業 者 及 び 電 気 事 業

法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 二

十 七 年 法 律 第 四 十 七 号 ） 附 則 第 二 十 二 条

第 一 項 （ 旧 一 般 ガ ス み な し ガ ス 小 売 事 業

者 の 供 給 義 務 等 ） に 規 定 す る 旧 一 般 ガ ス

み な し ガ ス 小 売 事 業 者 （ 同 項 の 義 務 を 負

う 者 に 限 る 。 ） 以 外 の 者 が 行 う も の を 除

く 。 以 下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） 、 保 険 、 保 険

業 及 び 貿 易 保 険 業 収 入 割 額 業 及 び 貿 易 保 険 業 収 入 割 額

２ ～ ４ 略 ２ ～ ４ 略

第 七 十 五 条 略 第 七 十 五 条 略

（ 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 用 に 供 す る 家 屋 の 取

得 に 係 る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 特 例 ）

第 七 十 五 条 の 二 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二

項 （ 市 町 村 等 に よ る 家 庭 的 保 育 事 業 等 ） の

規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 九 項 （ 児 童 自

立 生 活 援 助 事 業 等 ） に 規 定 す る 家 庭 的 保 育

事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直 接 当 該 事 業 の 用 に0
0

供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の 用 以 外 の 用 に 供 さ

れ て い な い も の に 限 る 。 ） の 取 得 に 対 し て

課 す る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 算 定 に つ

い て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 家 屋 の 価 格 の 当 該 各 号 に 定 め る 割

合 に 相 当 す る 額 を 価 格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 二 十 八 項 （ 変 電 又 は 送 電 施 設 等 に 対 す

る 固 定 資 産 税 の 課 税 標 準 等 の 特 例 ） の 規

定 に よ り 条 例 で 定 め る 当 該 家 屋 に 係 る 割

合 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 例 割 合 」 と

い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満 で あ る 場 合 三

分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所

在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 二 十 八 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に

係 る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一

２ 児 童 福 祉 法 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二 項 の 規

定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 十 一 項 に 規 定 す

る 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直

接 当 該 事 業 の 用 に 供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の

用 以 外 の 用 に 供 さ れ て い な い も の に 限

る 。 ） の 取 得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税

の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 家 屋 の 価 格

の 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 に 相 当 す る 額 を 価

格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 二 十 九 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 当

該 家 屋 に 係 る 割 合 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 特 例 割 合 」 と い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満

で あ る 場 合 三 分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所



（3）栃 木 県 公 報 号外第28号平成30年３月30日　金曜日

規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 九 項 （ 児 童 自

立 生 活 援 助 事 業 等 ） に 規 定 す る 家 庭 的 保 育

事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直 接 当 該 事 業 の 用 に0
0

供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の 用 以 外 の 用 に 供 さ

れ て い な い も の に 限 る 。 ） の 取 得 に 対 し て

課 す る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 算 定 に つ

い て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 家 屋 の 価 格 の 当 該 各 号 に 定 め る 割

合 に 相 当 す る 額 を 価 格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 二 十 八 項 （ 変 電 又 は 送 電 施 設 等 に 対 す

る 固 定 資 産 税 の 課 税 標 準 等 の 特 例 ） の 規

定 に よ り 条 例 で 定 め る 当 該 家 屋 に 係 る 割

合 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 例 割 合 」 と

い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満 で あ る 場 合 三

分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所

在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 二 十 八 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に

係 る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一

２ 児 童 福 祉 法 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二 項 の 規

定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 十 一 項 に 規 定 す

る 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直

接 当 該 事 業 の 用 に 供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の

用 以 外 の 用 に 供 さ れ て い な い も の に 限

る 。 ） の 取 得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税

の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 家 屋 の 価 格

の 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 に 相 当 す る 額 を 価

格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 二 十 九 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 当

該 家 屋 に 係 る 割 合 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 特 例 割 合 」 と い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満

で あ る 場 合 三 分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所

在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 二 十 九 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に

係 る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一 0
0

３ 児 童 福 祉 法 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二 項 の 規

定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 十 二 項 に 規 定 す

る 事 業 所 内 保 育 事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直 接

当 該 事 業 （ 利 用 定 員 が 五 人 以 下 で あ る も の

に 限 る 。 ） の 用 に 供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の

用 以 外 の 用 に 供 さ れ て い な い も の に 限

る 。 ） の 取 得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税

の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 家 屋 の 価 格

の 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 に 相 当 す る 額 を 価

格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 三 十 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 当 該

家 屋 に 係 る 割 合 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 特 例 割 合 」 と い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満

で あ る 場 合 三 分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所

在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 三 十 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に 係

る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一

４ 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 各 項 に

規 定 す る 家 屋 が 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ

た っ て 所 在 す る 場 合 に お け る 当 該 家 屋 の 取

得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準

の 算 定 に つ い て は 、 当 該 家 屋 の 所 在 す る 市

町 村 ご と に 当 該 家 屋 の 価 格 を 当 該 家 屋 の う

ち 当 該 市 町 村 の 区 域 内 に 所 在 す る 部 分 の 床

面 積 の 割 合 に よ り 按 分 し た 価 格 に 当 該 各 項

各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 当 該 各 項 各 号 に 定

め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 合 算 し た 額 を 当

該 家 屋 の 価 格 か ら 控 除 す る 。

（ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 得 に 対 す る 不

動 産 取 得 税 の 減 額 の 申 告 ） 動 産 取 得 税 の 減 額 の 申 告 ）

第 八 十 二 条 法 第 七 十 三 条 の 二 十 四 第 一 項 か 第 八 十 二 条 法 第 七 十 三 条 の 二 十 四 第 一 項 又

ら 第 三 項 ま で （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 は 第 二 項 （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取

得 に 対 す る 不 動 産 取 得 税 の 減 額 ） の 規 定 の 得 に 対 す る 不 動 産 取 得 税 の 減 額 ） の 規 定 の
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在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 二 十 九 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に

係 る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一 0
0

３ 児 童 福 祉 法 第 三 十 四 条 の 十 五 第 二 項 の 規

定 に よ り 同 法 第 六 条 の 三 第 十 二 項 に 規 定 す

る 事 業 所 内 保 育 事 業 の 認 可 を 得 た 者 が 直 接

当 該 事 業 （ 利 用 定 員 が 五 人 以 下 で あ る も の

に 限 る 。 ） の 用 に 供 す る 家 屋 （ 当 該 事 業 の

用 以 外 の 用 に 供 さ れ て い な い も の に 限

る 。 ） の 取 得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税

の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 家 屋 の 価 格

の 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 に 相 当 す る 額 を 価

格 か ら 控 除 す る 。

一 当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の

所 在 す る 市 町 村 が 法 第 三 百 四 十 九 条 の 三

第 三 十 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 当 該

家 屋 に 係 る 割 合 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 特 例 割 合 」 と い う 。 ） が 二 分 の 一 未 満

で あ る 場 合 三 分 の 二

二 特 例 割 合 が 二 分 の 一 で あ る 場 合 二 分

の 一

三 特 例 割 合 が 二 分 の 一 を 超 え る 場 合 又 は

当 該 家 屋 の 取 得 時 に お い て 当 該 家 屋 の 所

在 す る 市 町 村 の 条 例 に 法 第 三 百 四 十 九 条

の 三 第 三 十 項 の 規 定 に よ る 当 該 家 屋 に 係

る 割 合 の 定 め が な い 場 合 三 分 の 一

４ 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 各 項 に

規 定 す る 家 屋 が 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 に わ

た っ て 所 在 す る 場 合 に お け る 当 該 家 屋 の 取

得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準

の 算 定 に つ い て は 、 当 該 家 屋 の 所 在 す る 市

町 村 ご と に 当 該 家 屋 の 価 格 を 当 該 家 屋 の う

ち 当 該 市 町 村 の 区 域 内 に 所 在 す る 部 分 の 床

面 積 の 割 合 に よ り 按 分 し た 価 格 に 当 該 各 項

各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 当 該 各 項 各 号 に 定

め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 を 合 算 し た 額 を 当

該 家 屋 の 価 格 か ら 控 除 す る 。

（ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 得 に 対 す る 不

動 産 取 得 税 の 減 額 の 申 告 ） 動 産 取 得 税 の 減 額 の 申 告 ）

第 八 十 二 条 法 第 七 十 三 条 の 二 十 四 第 一 項 か 第 八 十 二 条 法 第 七 十 三 条 の 二 十 四 第 一 項 又

ら 第 三 項 ま で （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取 は 第 二 項 （ 住 宅 の 用 に 供 す る 土 地 の 取

得 に 対 す る 不 動 産 取 得 税 の 減 額 ） の 規 定 の 得 に 対 す る 不 動 産 取 得 税 の 減 額 ） の 規 定 の

適 用 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 適 用 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事

項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 ば な ら な い 。0
0

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

２ 略 ２ 略

第 八 十 六 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 第 八 十 六 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る 不 動 産 の 取 得 に 対 し て は 、 不 動 産 該 当 す る 不 動 産 の 取 得 に 対 し て は 、 不 動 産

取 得 税 を 減 免 す る こ と が で き る 。 取 得 税 を 減 免 す る こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 三 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十

五 号 ） 第 二 十 二 条 （ 定 義 ） に 規 定 す る 社 五 号 ） 第 二 十 二 条 （ 定 義 ） に 規 定 す る 社

会 福 祉 法 人 を 設 立 し よ う と す る 者 が 当 該 会 福 祉 法 人 を 設 立 し よ う と す る 者 が 当 該

社 会 福 祉 法 人 の 設 置 す る 保 育 所 （ 児 童 福 社 会 福 祉 法 人 の 設 置 す る 保 育 所 （ 児 童 福

祉 法 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ）

第 三 十 九 条 （ 保 育 所 ） に 規 定 す る 保 育 所 第 三 十 九 条 （ 保 育 所 ） に 規 定 す る 保 育 所

を い う 。 ） の 用 に 供 す る た め の 不 動 産 を を い う 。 ） の 用 に 供 す る た め の 不 動 産 を

取 得 し 、 当 該 不 動 産 を そ の 取 得 の 日 か ら 取 得 し 、 当 該 不 動 産 を そ の 取 得 の 日 か ら

一 年 以 内 に 当 該 社 会 福 祉 法 人 に 譲 渡 し た 一 年 以 内 に 当 該 社 会 福 祉 法 人 に 譲 渡 し た

と き に お け る 当 該 社 会 福 祉 法 人 を 設 立 し と き に お け る 当 該 社 会 福 祉 法 人 を 設 立 し

よ う と す る 者 に よ る 当 該 不 動 産 の 取 得 よ う と す る 者 に よ る 当 該 不 動 産 の 取 得

四 ～ 十 略 四 ～ 十 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則 附 則

（ 住 宅 の 取 得 及 び 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 動 （ 住 宅 の 取 得 及 び 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 動

産 取 得 税 の 税 率 の 特 例 ） 産 取 得 税 の 税 率 の 特 例 ）

第 二 十 五 条 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 第 二 十 五 条 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三

十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 住 宅 又 は 土 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 住 宅 又 は 土

地 の 取 得 が 行 わ れ た 場 合 に お け る 不 動 産 取 地 の 取 得 が 行 わ れ た 場 合 に お け る 不 動 産 取

得 税 の 税 率 は 、 第 七 十 七 条 の 規 定 に か か わ 得 税 の 税 率 は 、 第 七 十 七 条 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 百 分 の 三 と す る 。 ら ず 、 百 分 の 三 と す る 。

（ 不 動 産 取 得 税 の 徴 収 猶 予 の 申 告 ） （ 不 動 産 取 得 税 の 徴 収 猶 予 の 申 告 ）

第 二 十 六 条 第 八 十 三 条 の 規 定 は 、 法 附 則 第 第 二 十 六 条 第 八 十 三 条 の 規 定 は 、 法 附 則 第

十 一 条 の 四 第 二 項 、 第 五 項 及 び 第 七 項 （ 不 十 一 条 の 四 第 二 項 及 び 第 五 項 （ 不

動 産 取 得 税 の 減 額 等 ） に 規 定 す る 徴 収 猶 予 動 産 取 得 税 の 減 額 等 ） に 規 定 す る 徴 収 猶 予

の 申 告 に つ い て 準 用 す る 。 の 申 告 に つ い て 準 用 す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 十 五 条 の 次 に 一 条 を 加 え る

改 正 規 定 及 び 第 八 十 六 条 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）
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適 用 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 適 用 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事

項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 ば な ら な い 。0
0

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

２ 略 ２ 略

第 八 十 六 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 第 八 十 六 条 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る 不 動 産 の 取 得 に 対 し て は 、 不 動 産 該 当 す る 不 動 産 の 取 得 に 対 し て は 、 不 動 産

取 得 税 を 減 免 す る こ と が で き る 。 取 得 税 を 減 免 す る こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 三 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十

五 号 ） 第 二 十 二 条 （ 定 義 ） に 規 定 す る 社 五 号 ） 第 二 十 二 条 （ 定 義 ） に 規 定 す る 社

会 福 祉 法 人 を 設 立 し よ う と す る 者 が 当 該 会 福 祉 法 人 を 設 立 し よ う と す る 者 が 当 該

社 会 福 祉 法 人 の 設 置 す る 保 育 所 （ 児 童 福 社 会 福 祉 法 人 の 設 置 す る 保 育 所 （ 児 童 福

祉 法 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ）

第 三 十 九 条 （ 保 育 所 ） に 規 定 す る 保 育 所 第 三 十 九 条 （ 保 育 所 ） に 規 定 す る 保 育 所

を い う 。 ） の 用 に 供 す る た め の 不 動 産 を を い う 。 ） の 用 に 供 す る た め の 不 動 産 を

取 得 し 、 当 該 不 動 産 を そ の 取 得 の 日 か ら 取 得 し 、 当 該 不 動 産 を そ の 取 得 の 日 か ら

一 年 以 内 に 当 該 社 会 福 祉 法 人 に 譲 渡 し た 一 年 以 内 に 当 該 社 会 福 祉 法 人 に 譲 渡 し た

と き に お け る 当 該 社 会 福 祉 法 人 を 設 立 し と き に お け る 当 該 社 会 福 祉 法 人 を 設 立 し

よ う と す る 者 に よ る 当 該 不 動 産 の 取 得 よ う と す る 者 に よ る 当 該 不 動 産 の 取 得

四 ～ 十 略 四 ～ 十 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則 附 則

（ 住 宅 の 取 得 及 び 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 動 （ 住 宅 の 取 得 及 び 土 地 の 取 得 に 対 す る 不 動

産 取 得 税 の 税 率 の 特 例 ） 産 取 得 税 の 税 率 の 特 例 ）

第 二 十 五 条 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 第 二 十 五 条 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三

十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 住 宅 又 は 土 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 住 宅 又 は 土

地 の 取 得 が 行 わ れ た 場 合 に お け る 不 動 産 取 地 の 取 得 が 行 わ れ た 場 合 に お け る 不 動 産 取

得 税 の 税 率 は 、 第 七 十 七 条 の 規 定 に か か わ 得 税 の 税 率 は 、 第 七 十 七 条 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 百 分 の 三 と す る 。 ら ず 、 百 分 の 三 と す る 。

（ 不 動 産 取 得 税 の 徴 収 猶 予 の 申 告 ） （ 不 動 産 取 得 税 の 徴 収 猶 予 の 申 告 ）

第 二 十 六 条 第 八 十 三 条 の 規 定 は 、 法 附 則 第 第 二 十 六 条 第 八 十 三 条 の 規 定 は 、 法 附 則 第

十 一 条 の 四 第 二 項 、 第 五 項 及 び 第 七 項 （ 不 十 一 条 の 四 第 二 項 及 び 第 五 項 （ 不

動 産 取 得 税 の 減 額 等 ） に 規 定 す る 徴 収 猶 予 動 産 取 得 税 の 減 額 等 ） に 規 定 す る 徴 収 猶 予

の 申 告 に つ い て 準 用 す る 。 の 申 告 に つ い て 準 用 す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 七 十 五 条 の 次 に 一 条 を 加 え る

改 正 規 定 及 び 第 八 十 六 条 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 第 五 十 四 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 開

始 す る 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 に 係 る 法

人 の 事 業 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 0
0

（ 不 動 産 取 得 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ 改 正 後 の 第 七 十 五 条 の 二 の 規 定 は 、 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 の

不 動 産 の 取 得 に 対 し て 課 す べ き 不 動 産 取 得 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 不 動 産 の 取 得 に 対 し

て 課 す る 不 動 産 取 得 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ 改 正 後 の 第 八 十 二 条 並 び に 附 則 第 二 十 五 条 及 び 第 二 十 六 条 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 の 不 動 産

の 取 得 に 対 し て 課 す べ き 不 動 産 取 得 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 不 動 産 の 取 得 に 対 し て 課

す る 不 動 産 取 得 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ こ の 条 例 の 失 効 ）

５ こ の 条 例 の 規 定 は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 号 ） が 成

立 し な い と き 、 そ の 他 同 法 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

二 十 六 号 ） の 規 定 の 内 容 が 当 該 規 定 に 対 応 す る 改 正 後 の 栃 木 県 県 税 条 例 の 規 定 の 内 容 と 異 な

る こ と と な る と き は 、 そ の 限 り に お い て そ の 効 力 を 失 う 。

（ 税 務 課 ）


